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１．「施工体制」

・・・・技能士の活用に関する扱い
【平成28年1月4日以降入札の工事から適用】
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建設政策局建設管理課



技能士の活用に関する評価基準の改定について（H28.1～）

評価基準（現行）

・下表の工事種別において、該当する職種の技能士の配置が確認された場合、監督員が評定す
る 「配置技術者（現場代理人）」において加点評価を行う。

工事種別 作業内容 該当職種

植栽工事 植栽作業 造園技能士

コンクリート工事 コンクリート圧送作業 コンクリート圧送施工技能士
区画線工事 路面標示作業 路面標示施工技能士

• 技能士の資格取得と活用の促進と、品質向上に向けた取組を評価することを目的とし、評
価対象の職種を土木工事に関係する以下の13131313職種職種職種職種に拡大に拡大に拡大に拡大し、加点評価を行うこととする。

区画線工事 路面標示作業 路面標示施工技能士
塗装作業 塗装作業 塗装技能士

評価基準（改定）

作業内容

2 型枠施工技能士 型枠組立・撤去作業

コンクリート工3 コンクリート圧送施工技能士 コンクリート圧送作業

対象職種 工　種

1 ウエルポイント施工技能士 ウェルポイント工事作業 地盤改良（ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ）工

13 路面標示施工技能士 路面標示作業 区画線工

11 とび技能士 とび作業 とび工

12 防水施工技能士 防水工事作業 防水工

9 造園技能士 植栽作業 植栽工

10 塗装技能士 塗装作業 塗装工

7 樹脂接着剤注入施工技能士 樹脂接着剤注入作業 コンクリート補修工

8 石材施工技能士 石材加工、石張り、石積み作業 石積み工

5 コンクリート積みブロック施工技能士 コンクリート積みブロック施工 積ブロック工

6 さく井技能士 さく井（井戸掘り）作業 さく井工

コンクリート工3 コンクリート圧送施工技能士 コンクリート圧送作業

4 鉄筋施工技能士 鉄筋加工・組立作業



技能士活用の確認方法と評定方法

① 受注者は、配置する技能士の資格証明書（地域技能士会発行）又は、技能検定合格書あ
るいは技能士手帳の写しを施工計画書に添付する。

② 監督員は、当該工事の工事内容と表-1の作業内容及び技能士職種を照らし合わせ、当工
事に該当する技能士職種を調べるとともに、施工計画書にてその職種に該当する技能士
の配置を確認する。

技能士の活用に関する評価基準の改定について（H28.1～）

③ 監督員は、該当する作業内容に対応した技能士職種の配置が確認されれば評価を行う。
なお、該当する作業内容が複数ある場合は、「表-1 技能士の活用に関する評価判定表」
に照らし合わせ、該当する全ての工種において、対応する職種の技能士を活用が確認出
来た場合に加点評価を行うこととする。

④ 監督員は、前記の評価基準に基づき、評定運用表２K②にある、「当該工事の作業内容に
応じた技能士の活用が図られた」の項目にチェックを入れる。

作業内容
該当作業

の有無

配置の

有無

配置の有無

判定基準

□

□ □

□

2

コンクリート工

型枠組立・撤去作業型枠施工技能士

3 コンクリート圧送作業コンクリート圧送施工技能士

工　種対象職種

1 地盤改良（ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ）工ウェルポイント工事作業ウエルポイント施工技能士

該当職種   　判定基準

　1職種 → 1職種活用

表-1 技能士の活用に関する評価判定表
※該当作業の有無にﾁｪｯｸを入れた工種全てにおいて、対応する職種の技能士配置が確認できた場合、様式-2K②の評価欄に「１」を入力する。

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□

□ □

□ □

□

13 区画線工路面標示作業路面標示施工技能士

□

□

11 とび工とび作業とび技能士

塗装作業塗装技能士

7

12 防水工防水工事作業防水施工技能士

9 植栽工植栽作業造園技能士

10 塗装工

コンクリート補修工樹脂接着剤注入作業樹脂接着剤注入施工技能士

8 石積み工石材加工、石張り、石積み作業石材施工技能士

5 積ブロック工コンクリート積みブロック施工コンクリート積みブロック施工技能士

6 さく井工さく井（井戸掘り）作業さく井技能士

コンクリート工3 コンクリート圧送作業コンクリート圧送施工技能士

4 鉄筋加工・組立作業鉄筋施工技能士

　2職種 → 2職種以上活用

　3職種 → 2職種以上活用



技能士の活用に関する評価基準の改定について（H28.1～）

考査項目別運用表の記入方法

様式－２Ｋ② 工事番号

1234

(共通・監督員用）

考査項目 細別 b c

1.施工体制 Ⅱ．配置技術者 ほぼ適切である。 他の事項に該当しない。

（現場代理人等） 該当 評価 「評価対象項目」 評価 評価

1 1

ｅ 

適切である。 やや不適切である。 不適切である。

□　配置技術者に関し
て、工事監督員から文書
による改善指示に従わな
かった。

工事成績採点の考査項目別運用表

  [記入方法]  該当する項目に１を入れる。

a d

□　現場代理人として常駐し、工事全体の把握ができている。
□　配置技術者に関し
て、工事監督員が文書に
よる改善指示を行った。

□　現場代理人として、工事監督員との連絡調整を書面で行うなど対応が
よい。1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

□　契約書、設計図書、適用すべき諸基準等を理解し、施工に反映してい
る。

かった。
よい。

□　書類を共通仕様書及び諸基準に基づき適切に作成し、整理している。

□　「施工プロセスチェック」、「工事現場等における施工体制点検・確

□　設計図書と現場との相違があった場合は、工事監督員と協議するなど
の必要な対応を行っている。

□　施工上の課題となる条件（作業環境、気象、地質等）への対応を図っ
ている。

□　下請けの施工体制、施工状況を把握している。

□　主任技術者又は、監理技術者として技術的に優れ良好な施工に努め
た。

□　作業に必要な労働安全衛生規則で定める作業主任者及び建設業法で定
める専門技術者を選任及び配置している。

表－１に該当する工種を有する工事の場合、「該当」欄に「１」を入力する。

1 1

1 1

1 1

12 12

該当項目の内達成項目が９０％以上………ａ

評価率 100% 該当項目の内達成項目が８０％～９０％未満………ｂ

評定 a 該当項目の内達成項目が８０％未満………ｃ

点数 4 ※評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。

□　「施工プロセスチェック」、「工事現場等における施工体制点検・確
認要領」で指摘事項がなかった。

□　当該工事の作業内容に応じた技能士の活用が図られた。□　当該工事の作業内容に応じた技能士の活用が図られた。□　当該工事の作業内容に応じた技能士の活用が図られた。□　当該工事の作業内容に応じた技能士の活用が図られた。

□　その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

「表ｰ1 技能士活用に関する評定判定表」に照らし合わせ、所定の職種の技能士配置を確認し

た場合は、「評価」欄を「１」とし、それ以外の場合は、「評価」欄を「０」とする。



技能士の活用に関する評価基準の改定について（H28.1～）

当該工事において、「型枠組立・撤去作業」「コンクリート圧送作業」「鉄筋加工組立作業」と「とび作業」が存在し、
「型枠施工技能士」「コンクリート圧送作業」「とび技能士」の技能士配置が確認された場合、コンクリート工に関す
る配置技能士は２職種であることと、とび作業においても技能士を配置していることから加点評価となる。

加点評価となる事例

作業内容
該当作業

の有無

配置の

有無

配置の有無

判定基準
工　種対象職種

1 地盤改良（ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ）工ウェルポイント工事作業ウエルポイント施工技能士 □ □

2

コンクリート工

型枠組立・撤去作業型枠施工技能士

3 コンクリート圧送作業コンクリート圧送施工技能士

4 鉄筋加工・組立作業鉄筋施工技能士

5 積ブロック工コンクリート積みブロック施工コンクリート積みブロック施工技能士

6 さく井工さく井（井戸掘り）作業さく井技能士

コンクリート補修工樹脂接着剤注入作業樹脂接着剤注入施工技能士

8 石積み工石材加工、石張り、石積み作業石材施工技能士

12 防水工防水工事作業防水施工技能士

9 植栽工植栽作業造園技能士

10 塗装工

□

□

11 とび工とび作業とび技能士

塗装作業塗装技能士

7

□

□

□ □

□

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□

該当職種   　判定基準

　1職種 → 1職種活用

　2職種 → 2職種以上活用

　3職種 → 2職種以上活用

※該当作業の有無にﾁｪｯｸを入れた工種全てにおいて、対応する職種の技能士配置が確認できた場合、様式-2K②の評価欄に「１」を入力する。

12 防水工防水工事作業防水施工技能士

13 区画線工路面標示作業路面標示施工技能士 □ □

□ □

該当作業の有無にチェックを入れた工種
において、対応する職種の技能士の配
置が確認された場合、加点評価となる。

コンクリート工に関連する３職
種については、上記の判定基
準に基づき、配置の有無に
チェックを入れる。


